
令和　３年　９月 水産おおいた 第１３３号

20年

●

65

●

●

●

●

● ●

食用魚介類

58

●

●

●

57

食
用
魚
介
類
の
自
給
率
５
７
％

55

13

農業

　県は２４日、８月の大雨による農林水産業関係
の被害は、２３日時点で１８４件、６億７２５９万円
に上ったと発表した。
　水産業では、中津市の小祝漁港に大量の流
木等が漂着し、漁船の航路に土砂が堆積した。
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水産  漁港施設

区　　分

農林水産業計

 農地農業用施設など

林業  林地、林道、治山施設など

60%

70%

　農林水産省は２５日、２０２０年度の水産物
自給率を発表した。重量ベースで食用魚介
類は５７％、海藻類は７０％と、それぞれ前年
を２ﾎﾟｲﾝﾄ、５ﾎﾟｲﾝﾄ上回った。貿易の停滞に
よる国内消費仕向け量の減少が国内生産量
の減少を上回った形となった。

海藻類

70

62

（1）

http://www.jf-oita.or.jp/

８
月
大
雨
で

農
林
水
産
業
に
被
害

小祝漁港に漂着した流木等と地元漁業者による回収作業

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

　大分県の尾野賢治副知事は５日、県漁協のハモ加工処理施設（杵築市狩宿）と大分う
にファーム（国東市国東町富来浦）を視察。施設の稼働状況や課題等について責任者の
話しを聞き、意見を交わした。

尾野副知事・水産関係施設を視察

水産関係被害 ２億５千万円

　
ハ
モ
加
工
処
理
施
設
で
は

、

活
魚
水
槽
に
出
荷
さ
れ
た
ハ
モ

を
確
認
し
た
後

、
加
工
施
設
の

各
工
程
を
視
察
し
た

。
長
船
課

長
役
か
ら

「
水
揚
げ
を
１
隻
５

０
キ
ロ
に
制
限
し

、
１
日
の
処

理
能
力
限
界
の
４
０
０
キ
ロ
ま

で
フ
ル
稼
働
し
て
い
る

。
産
地

加
工
の
需
要
は
大
き
く
機
器
の

増
設
も
必
要

」
と
聞
き

、

「
熱

心
な
取
組
に
感
心
し
た

。
県
は

こ
れ
か
ら
も
も
必
要
な
支
援
を

し
た
い

」
と
応
じ
た

。

　
昼
食
会
場
と
な

っ
た

「
銀
た

ち
の
郷

」
（
国
東
市
国
東
町
小

原

）
で
は

、
骨
切
り
加
工
さ
れ

た
ハ
モ
を
使
用
し
た
湯
引
き
と

天
ぷ
ら
を
試
食

。
高
評
価
を
い

た
だ
い
た

。

　
大
分
う
に
フ

ァ
ー
ム
で
は
栗

林
正
秀
社
長
か
ら

、
磯
焼
け
対

策
で
駆
除
し
た
ウ
ニ
を
効
率

的
・
安
定
的
に
育
成
す
る
技
術

を
聞
き

、
飼
育
水
槽
を
視
察
し

た

。
ま
た

、
８
週
間
給
餌
し
て

ぎ

っ
し
り
と
身
が
入

っ
た
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
を
試
食
し

、
斬
新
な

取
組
を
評
価

。
生
産
者
を
激
励

し
た

。

　
今
回
の
現
地
視
察
の
成
果
が

県
政
の
推
進
指
針
に
盛
り
込
ま

れ

、
更
な
る
水
産
振
興
策
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

。

加工工程を視察する尾野副知事

骨切りの状況を確認

栗林社長（左）の説明を聞く
尾野副知事と中根組合長

　
実
入
り
の
な
い

　
ウ
ニ

（
上
部

）

　
を
８
週
間
育
成

　
し
た
成
果

17 18 19
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184

件数 被害額 (千円)

301,494

121,100

250,000

672,594

170
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コ
ロ
ナ
禍
で
消
費
が
減
少
し

た
県
産
食
材
を
学
校
給
食
に
活

用
す
る
取
組
が

、
行
政
の
支
援

に
よ
り
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る

。

　
７
月
に
は
養
殖
ヒ
ラ
メ
を
献

立
に
し
た
小
中
学
校
か
ら

「
出

前
授
業

」
の
要
望
が
あ
り

、
６

日
に
生
産
者
の
森
岡
道
彦
さ
ん

（
下
入
津
支
店

）
ら
が
杵
築
市

立
北
杵
築
小
を
訪
問
し
た

。
養

殖
の
仕
方
や
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
の

取
組

、
カ
レ
イ
と
の
違
い
な
ど

を
説
明
し
た

。
小
学
校
か
ら
は

「
山
の
中
の
小
学
校
な
の
で
海

の
情
報
を
生
で
聞
き
こ
と
が
で

き
感
謝
し
て
い
る

」
、

「
か
ぼ

す
ヒ
ラ
メ
も
有
名
に
な

っ
て
ほ

し
い

」
な
ど
の
嬉
し
い
便
り
が

届
い
た

。

　
学
校
給
食
へ
の
利
用
を
契
機

と
し
た

「
出
前
授
業

」
が

、
地

産
地
消
や
食
育
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い

。

　
７
日

、
８
日
の
両
日

、
中
津

干
潟
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

「
海

と
日
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
i
n
大

分
県

」
が
開
催
さ
れ

、
県
内
の

小
学
生
５
・
６
年
生
１
８
人
が

中
津
に
集
ま

っ
た

。
県
漁
協
中

津
支
店
は

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
水

辺
に
遊
ぶ
会

」
と
と
も
に

「
お

お
い
た
海
の
伝
道
師
育
成
塾

」

と
銘
打
ち
講
演
や
体
験
を
行

っ

た

。

　
子
ど
も
た
ち
は
県
漁
協
中
津

支
店
で

「
中
津
干
潟
と
漁
業
の

関
わ
り

」
に
つ
い
て
学
ん
だ
の

ち

、
漁
船
に
乗
船
し

「
ひ
が
た

美
人

」
の
漁
場
を
観
察
し
た

。

ま
た

、
ひ
が
た
美
人
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
漬
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
作
ろ
う
と

、
子

供
た
ち
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

も
ら

っ
た

。
こ
の
ほ
か

、
中
津

干
潟
で
と
れ
た

「
ア
カ
ニ
シ

貝

」
を
使

っ
た
染
色
体
験
も
行

わ
れ

、
盛
り
沢
山
な
２
日
間
と

な

っ
た

。

https://oita.uminohi.jp/event/

鳴 海 盛 彦 (県 南 )

本 庄 新 (本 店 )

近 乗 美 信 (東国東)

須 川 直 樹 (北海部)

○信用事業（２名）

戸髙 吾一郎 (県 南 )

疋 田 一 則 (県 南 )

○購買事業（２名）

斎 藤 信 二 (東国東)

豊 島 功 (別府湾)

薬師寺 正治 (北海部)

　
２
５
日

、
第
５
回
理
事
会
を

開
催
し
た

。

　
第
１
号
議
案

「
組
合
員
の
異

動
に
つ
い
て

」
、
第
２
号
議
案

「
農
林
中
央
金
庫
の
劣
後
ロ
ー

ン
貸
付
条
件
変
更
に
か
か
る
覚

書
の
締
結
に
つ
い
て

」
、
第
３

号
議
案

「
事
業
担
当
理
事
の
選

任
に
つ
い
て

」
及
び
第
４
号
議

案

「
損
害
賠
償
請
求
事
件

」
に

関
す
る
控
訴
の
対
応
に
つ
い
て

の
４
議
案
を
上
程
し

、
一
部
修

正
の
上
で
承
認
さ
れ
た

。

　
ま
た

、

「
余
裕
金
の
運
用
状

況
報
告
に
つ
い
て

」
を
報
告
し

た

。

　
第
３
号
議
案
で
選
任
さ
れ
た

事
業
担
当
理
事
は

、
以
下
の
通

り

。

○販売事業（６名）

久保 須恵人 (豊前海)

第
５
回
理
事
会
開
催

　
食
育
授
業
に
嬉
し
い
手
紙

　
杵
築
市
立
北
杵
築
小
か
ら
届
く

　
大
分
県
漁
業
協
同
組
合

女
性
部
及
び
青
年
部
の
通

常
総
会
が

、
い
ず
れ
も
７

月
末
ま
で
に
書
面
議
決
に

よ
り
開
催
さ
れ

、
全
て
の

議
案
が
可
決
成
立
し
た

。

　
女
性
部
・
青
年
部
と
も

に

、
第
１
号
議
案
は
令
和

２
年
度
事
業
報
告
書
及
び

収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ

い
て

、
第
２
号
議
案
は
令

和
３
年
度
事
業
計
画
書
及

び
収
支
予
算
書

（
案

）
に

つ
い
て

、
第
３
号
議
案
は

令
和
３
年
度
会
費
の
賦

課
・
徴
収
方
法
及
び
徴
収

時
期
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た

。

　
女
性
部
の
第
４
号
議
案

は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り

、
部
長
に
浪
井
洋
子
氏

（
下
入
津
支
部

）
が
再
任

さ
れ
た
ほ
か

、
表
の
と
お

り
新
役
員
が
選
任
さ
れ

た

。

　
青
年
部
部
の
第
４
号
議

案
は
役
員
の
補
欠
選
任
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り

、
委

員
に
江
本
政
樹
氏

（
国
見

支
部

）
が
選
任
さ
れ
た

。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
活

動
が
制
限
さ
れ
る
状
況
が

続
く
が

、
女
性
部
及
び
青

年
部
の
皆
様
に
は

、
役
員

を
中
心
に
一
層
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
す

。

令和３年７月２６日改選、役員任期２年間

宇 佐 支 部 新 任

役　職 氏　名 支部名 新任・再任の別

部 長 浪井 洋子 下入津支部

書面議決 大分県漁業協同組合女性部・青年部通常総会

監 事 阿部 愛子 鶴 見 支 部 新 任

委 員 伊瀬加津江 杵 築 支 部 再 任

監 事 岡 崎 都 中 津 支 部 再 任

副部長 紀野 道子 佐賀関支部 再 任

委 員 豊永 孝子

再 任

大分県漁協女性部役員

（2）
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　中津魚市場は、８月３０日を「中津ハモの日」とし
て記念日登録を行った。
　県漁協中津支店では、これを記念してヤフー
ショッピングページにて「中津ハモの日登録記念
セット」の特売を行う。利用しやすい骨切り済みの
切り身やすり身など。いずれも冷凍でお届けする。

ランド
８月は

　県産魚の日、８月は第４金曜日の２７日に
「国東＆姫島フェスタ 」を開催した。
　コロナの感染が急拡大した影響で人流も
少なかったが、試食の「タコ唐揚げ」は持ち
帰ることが可能なパックを使用するなど工
夫した。高校書道部や富士甚醤油（株）と
のコラボイベントも好評だった。

（3）

「中津ハモの日」を登録
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心
に
残
る

「
ウ
オ
メ
シ

」
、
今

回
は
姫
島
か
ら

「
え
び
た
こ
丼

」

の
登
場

。

　
公
私
に
わ
た
り
相
当
回
数
フ

ェ

リ
ー
に
乗
船
し

、
何
度
と
な
く
泊

ま

っ
た
姫
島

。
圧
巻
は
盆
踊
り

。

２
度
も
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
ら
れ

感
激
し
て
い
る

。

　
姫
島
の

「
ウ
オ
メ
シ

」
は
ク
ル

マ
エ
ビ
の
踊
り
喰
い
や
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ

、
フ
ラ
イ
に
塩
焼
き
は
絶

品

。
も
ち
ろ
ん
鯛
麺
な
ど
の
魚
や

タ
コ
ス
テ
ー
キ
も
素
晴
ら
し
い

。

　
そ
ん
な
中

、
仕
事
で
ト
ン
ボ
返

り
の
際
に
重
宝
す
る
の
が

、
フ

ェ

リ
ー
乗
り
場
に
ほ
ど
近
い

「
か
の

や

」
の

「
え
び
た
こ
丼

」
（
８
０

０
円
税
別

）
で
あ
る

。
せ

っ
か
く

の
姫
島

、
エ
ビ
も
タ
コ
も
食
べ
た

い
方
に
お
薦
め
だ

。

編
集
後
記

（4）

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/gyokaikyou-chouki.html

大分県長期漁海況予報
新型コロナウイルス感染症
に関する対応について

　
デ
ル
タ
株
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
県
内
で
も
感
染

が
急
拡
大
し

、
８
月
中
旬
以
降
は
陽
性
者
数
が
１

０
０
人
を
超
え
る
日
が
続
い
て
い
る

。
県
は

、
９

月
１
２
日
ま
で
の
間

、
感
染
対
策
の
更
な
る
徹
底

を
県
民
に
呼
び
か
け
て
い
る

。

　大分県農林水産研究指導センター水産研究部（資源
増殖チーム）は、本年8月から12月までの海水温、漁模
様の見通しを発表した。概要は以下のとおり。
○今後の海況の見通し
　■黒潮
・都井岬～足摺岬沖では、接岸傾向で推移するでしょ
う。
・黒潮は大蛇行が継続し、A型基調で推移するでしょう。
　■沿岸水温
・沿岸水温は、｢平年並｣～｢やや高め｣で推移するでしょ
う。
○今後の漁況の見通し
　■マイワシ
・豊後水道への来遊量は、極めて好調であった
前年を下回るでしょう。（2020年8～12月：7,782 トン）
・8～12月は被鱗体長12～18㎝の0歳魚
（2021年生まれ）が主体となるでしょう。
　■カタクチイワシ（成魚）
・豊後水道への来遊量は、前年を下回るでしょう。
（2020年8月～12月：599トン）
・8～12月は被鱗体長10 ㎝前後の2021年級群
(0歳魚)主体に2020年級群(1歳魚)が混じるでしょう。
　■ウルメイワシ
・豊後水道への来遊量は前年を上回るでしょう。
（2020年8月～12月：1,116 トン）
・8～10月は被鱗体長10～15 cm前後の
2020～2021年級群(0～1歳魚)主体となるでしょう。
　■マアジ
・豊後水道への来遊量は低調であった前年並でしょう。
（2020年8月～12月：269 トン）
・尾叉長15 ㎝前後の2021年級群(0歳魚)が
水揚の主体となるでしょう。
　■サバ類
・豊後水道への来遊量は、低調であった前年並でしょ
う。
（2020年8～12月：235トン）
・これまで期間中は、尾叉長20 cm～30 ㎝前後の
ゴマサバ0～1歳魚が主体となっていましたが、
2016年以降は月によってはマサバ0～1歳魚が
主体となっており、今期も水揚げの主体となる
可能性があります。
詳細は、大分県農林水産研究指導センター水産研究部のＨ
Ｐ「長期漁海況予報」まで  ↓

水 研 だ よ り

　
大
分
県
マ
リ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ

、
建
物

等
の
解
体
及
び
更
地
化
の
上

、

佐
伯
市
に
土
地
を
明
け
渡
す
こ

と
が
決
ま

っ
た

。

　
高
校
の
合
宿
等
で
利
用
し
た

若
い
皆
さ
ん
も
い
る
と
思
う
が

元
々
は
昭
和
５
７
年
に
県
南
地

域
の
振
興
を
図
る

「
マ
リ
ノ
ポ

リ
ス
計
画

」
の
海
洋
レ
ジ
ャ
ー

観
光
の
中
核
的
施
設
と
し
て
平

成
４
年
に
建
設
さ
れ
た

。
計
画

を
亡
き
平
松
守
彦
知
事
に
説
明

し
た
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
も

解
体
さ
れ

、
病
院
に
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る

。

　
私
た
ち
の
時
代
を
象
徴
す
る

建
築
物
が

、
様
々
な
思
い
出
を

残
し
て

、
ま
た
ひ
と
つ
消
え
去

る

。
年
を
と
る
は
ず
で
あ
る

。

https://www.pref.oita.jp/site/covid19-oita/covid19-
pcr.html

　県漁協組合員の皆さんや役職員各位も、引き続き
感染防止に努めて下さい。
　なお、職員に「感染の疑い」及び「感染」が確認さ
れた場合等は、「令和３年４月１６日以降の対応につ
いて（大分県漁協）」に準じた対応をお願いします。
　大分県のホームページ↓もご覧下さい。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


